
本製品をご利用いただくにあたって
●●通信中は、身体から2.5センチ以上離し、かつその
間に金属（部分）が含まれないようにしてくださ
い。
●●サービスエリア内でも電波の届かない場所（地下
など）では通信できません。また、電波状態の悪い
場所では通信できないこともあります。
●●本製品は電波を使用しているため、第三者に通信
を傍受される可能性がないとは言えませんので、
ご留意ください。（ただし、LTE方式は通信上の高
い秘話・秘匿機能を備えております。）
●●本製品は電波法に基づく無線局ですので、電波法
に基づく検査を受ける場合があり、その際にはお
使いの本製品を一時的に検査のためご提供いただ
く場合がございます。
●●固定電話と比べて一部使用できないサービスがあ
ります。
●●一部機器では、FAXの送受信ができない場合があ
ります。
●●固定回線と比べてFAXの受信が遅い場合がありま
す。
●●日本国内の緊急機関に接続する場合は、auの
VoLTE（LTEネットワーク）を利用します。3G（回
線交換ネットワーク）を利用しての接続はできま
せん。
●●本製品は、警察・消防機関・海上保安本部への緊急
通報の際、お客様の電話番号が緊急通報先に通知
されます。ただし、通知される電話番号は本製品ご
契約時に付与された電話番号となります。

安全上のご注意

免責事項について
●◎地震・雷・風水害などの天災および当社の責任以外
の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様
の故意または過失・誤用・その他異常な条件下での
使用により生じた損害に関して、当社は一切責任
を負いません。
●◎本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な
損害（記録内容の変化・消失、事業利益の損失、事業
の中断など）に関して、当社は一切責任を負いませ
ん。
●◎本書の記載内容を守らないことにより生じた損害
に関して、当社は一切責任を負いません。
●◎当社が関与しない接続機器、ソフトウェアとの組
み合わせによる誤動作などから生じた損害に関し
て、当社は一切責任を負いません。

※●本書で表す「当社」とは、以下の企業を指します。●
提供元：KDDI株式会社●
製造元：京セラ株式会社

■■お知らせ
●• 本書の内容の一部、または全部を無断転載するこ
とは、禁止されています。
●• 本書の内容に関して、将来予告なしに変更するこ
とがあります。
●• 本書の内容については万全を期しておりますが、
万一、ご不審な点や記載漏れなどお気づきの点が
ありましたらご連絡ください。

安全上のご注意（必ずお守りください）
■■ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読
みのうえ、正しくお使いください。また、お読みに
なった後は大切に保管してください。
●●この「安全上のご注意」には本製品を使用するお客
様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防
止するために、守っていただきたい事項を記載し
ています。
●●各事項は以下の区分に分けて記載しています。

■■表示の説明

この表示は「人が死亡または重
傷（※1）を負う危険が差し迫っ
て生じることが想定される内
容」を示しています。
この表示は「人が死亡または重
傷（※1）を負うことが想定され
る内容」を示しています。
この表示は「人が軽傷（※2）を負
うことが想定される内容や物的
損害（※3）の発生が想定される
内容」を示しています。

※1● 重傷：失明・けが・やけど（高温・低温）・感電・骨折・中毒
などで後遺症が残るもの、および治療に入院や長期の
通院を要するものを指します。

※2● 軽傷：治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけ
ど（高温・低温）・感電などを指します。

※3● 物的損害：家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡
大損害を指します。

■■図記号の説明

禁止（してはいけないこと）を示す記号です。

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記
号です。
分解してはいけないことを示す記号です。

水がかかる場所で使用したり、水に濡らした
りしてはいけないことを示す記号です。
必ず実行していただくこと（強制）を示す記
号です。
電源プラグをコンセントから抜いていただ
く（強制）内容を示しています。

共通事項

必ず指定のACアダプタをご使用ください。指
定のACアダプタ以外を使用した場合、発熱・
発火・破裂・故障・漏液の原因となります。
高温になる場所（火のそば、暖房器具のそば、
こたつの中、直射日光の当たる場所など）で使
用、保管、放置しないでください。発火・破裂・
故障・火災・傷害の原因となります。
電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に
入れないでください。発火・破裂・故障・火災・
傷害の原因となります。
火の中に投入したり、加熱したりしないでく
ださい。発火・破裂・火災の原因となります。
接続端子をショートさせないでください。ま
た、接続端子に導電性異物（金属片・鉛筆の芯
など）が触れたり、内部に入らないようにして
ください。発熱による火災・故障・やけどの原
因となります。
ACアダプタをコンセントに差し込む場合、電
源プラグに金属製のアクセサリーなどを接触
させないでください。感電・発火・傷害・故障の
原因となります。
お客様による分解や改造、修理をしないでく
ださい。故障・発火・感電・傷害の原因となりま
す。万一、改造などにより本製品や周辺機器な
どに不具合が生じても当社では一切の責任を
負いかねます。本製品の改造は電波法違反に
なります。

落下させる、投げつけるなどの強い衝撃を与
えないでください。破裂・発熱・発火・故障の原
因となります。
接続端子に手や指など身体の一部が触れない
ようにしてください。感電・傷害・故障の原因
となる場合があります。
本製品が落下などによって破損し、機器内部
が露出した場合、露出部に手を触れないでく
ださい。感電したり、破損部でけがをする場合
があります。お問い合わせ先までご連絡くだ
さい。
水などの液体をかけないでください。また、水
やペットの尿などが直接かかる場所や風呂場
など湿気の多い場所での使用、または濡れた
手での使用は絶対にしないでください。感電
や電子回路のショート、腐食による故障の原
因となります。万一、液体がかかってしまった
場合には直ちにACアダプタの電源プラグを
抜き、乾電池を取り外してください。水濡れや
湿気による故障は、保証の対象外となり有償
修理となります。

直射日光の当たる場所や高温になる場所、極
端に低温になる場所、湿気やほこりの多い場
所に保管しないでください。発熱・発火・変形・
故障の原因となる場合があります。
風呂場などの湿気の多い場所で使用したり、
濡れた手でACアダプタやモジュラーケーブ
ルを抜き差ししないでください。感電・故障・
傷害の原因となります。
風通しの悪いところに置かないでください。
●• 押し入れや本棚に押し込まない
●• じゅうたんや布団などの上に置かない
●• テーブルクロスなどをかけない
●• 梱包品やビニール袋などに入れたまま使用
しない
風通しが悪いところで使用した場合、内部に
熱がこもり、火災、感電、故障や変形の原因と
なることがあります。
ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定
な場所に置かないでください。落下してけが
や破損の原因となります。また、衝撃などにも
十分ご注意ください。
使用中に、布団などでおおったり、包んだりし
ないでください。火災、故障、傷害の原因とな
ります。
乳幼児の手が届く場所には置かないでくださ
い。小さな部品などの誤飲で窒息したり、誤っ
て落下させたりするなど、事故や傷害の原因
となる場合があります。
外部から電源が供給されている状態の本製
品、指定のACアダプタに長時間触れないでく
ださい。低温やけどの原因となる場合があり
ます。
コンセントや配線器具は定格を超えて使用し
ないでください。たこ足配線などで定格を超
えると、発熱による火災の原因となります。

乾電池は正しくお使いください。使い方を間
違えると液漏れ、発熱、破裂により、けがや故
障の原因となります。以下のことを必ずお守
りください。
●• 保証期間内の単三形アルカリ乾電池をお使
いください。（アルカリ乾電池以外の乾電池
などでの動作保証は行っておりません。）
●• 乾電池をショートさせたり、分解したりしな
いでください。
●• 乾電池のプラス（＋）、マイナス（－）の方向を
確認して入れてください。
●• 乾電池の液漏れによる本製品の故障につい
ては保証いたしかねます。
●• 外装ラベルがはがれたり、傷ついた乾電池を
使用しないでください。
●• 新しい乾電池と古い乾電池、種類の異なる乾
電池などを混用しないでください。
●• 使用済み乾電池を火中に投げ入れないでく
ださい。
●• 消耗した乾電池を入れたままにせず、取り外
してください。使用直後は乾電池が熱くなっ
ている場合がありますので、取り外しの際は
やけどにご注意ください。
停電時以外ではアルカリ乾電池を取り外して
ください。長期間乾電池を装着したままでご
使用になると、液漏れによるトラブルが発生
するおそれがあります。
腐食性の薬品のそばや腐食性ガスの発生する
場所に置かないでください。故障の原因とな
ります。
ケーブルをつけたまま持ち運ばないでくださ
い。火災、感電の原因や、つまずいてけがの原
因となります。ACアダプタの接続端子や、機
器間のケーブルを外したことを確認の上、移
動してください。
使用中に煙が出たり、異臭や異音がする、過剰
に発熱しているなどの異常が起きたときは使
用をやめてください。ACアダプタの電源プラ
グをコンセントから抜き、お問い合わせ先ま
でご連絡ください。また、落下したり、破損し
た場合なども、そのまま使用せず、お問い合わ
せ先までご連絡ください。
外部機器などをお使いになるときは、接続す
る端子に対してコネクタをまっすぐに抜き差
ししてください。正しい方向で抜き差ししな
いと、破損・故障の原因となります。

本体

高精度な電子機器の近くでは、本製品の電源
をお切りください。電子機器に影響を与える
場合があります。（影響を与えるおそれがある
機器の例：心臓ペースメーカー・補聴器・その
他医用電気機器・火災報知機・自動ドアなど。
医用電気機器をお使いの場合は機器メーカー
または販売者に電波による影響についてご確
認ください。）
植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込
み型除細動器や医用電気機器の近くで本製品
を使用する場合は、電波によりそれらの装置・
機器に影響を与えるおそれがありますので、
次のことをお守りください。
1.● 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植
え込み型除細動器を装着されている方は、
本製品を植え込み型心臓ペースメーカー
および植え込み型除細動器の装着部位か
ら15cm以上離して携行および使用して
ください。

2.● 医療機関の屋内では次のことに注意して
ご使用ください。
●• 手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾
患監視病室（CCU）には本製品を持ち込
まないでください。
●• 病棟内では、本製品のACアダプタの電
源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。
●• ロビーなどであっても付近に医用電気
機器がある場合は本製品のACアダプタ
の電源プラグをコンセントから抜いて
ください。
●• 医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁
止などの場所を定めている場合は、その
医療機関の指示に従ってください。

3.● 医療機関の外で、植え込み型心臓ペース
メーカーおよび植え込み型除細動器以外
の医用電気機器を使用される場合（自宅療
養など）は、電波による影響について個別
に医療用電気機器メーカーなどにご確認
ください。

皮膚に異常を感じたときは直ちに使用を止
め、皮膚科専門医へご相談ください。お客様の
体質・体調によっては、かゆみ・かぶれ・湿疹な
どが生じる場合があります。
本製品で使用している各部品の材質は以下の
通りです。
本体

外装部品 使用材料 表面処理
外装ケース
（フロントケース、
バックケース、●
電池カバー）

PC＋ABS
樹脂

－

FAXボタン PC＋ABS
樹脂

－

スタンド PC＋ABS
樹脂

－

フット ウレタン －
パネルLED アクリル 化学硬化処

理
目隠しシート PC －

（裏面印刷）
ネジ 炭素鋼 三価クロ

メート
モジュラージャッ
クコネクタ

PBT（ガラ
ス入り）

－

電源コネクタ AS／PBT －

ACアダプタ
外装部品 使用材料 表面処理

外装ケース PC2320 －
コード（外皮） PVC －
コネクタ PVC －

通話・通信中などの使用中は、本製品が熱くな
ることがありますので、長時間直接肌に触れ
させたり、紙・布・布団などをかぶせたりしな
いでください。火災・傷害・故障の原因となる
場合があります。

ACアダプタ

AC100V以外の電源電圧では使用しないで
ください。発火・火災・発熱・感電・傷害などの
原因となります。
ACアダプタの電源プラグはコンセントに根
元まで確実に差し込んでください。差し込み
が不完全だと、感電・発熱・発火・火災・傷害の
原因となります。傷んだACアダプタやコンセ
ントの差し込み口がゆるいときは使用しない
でください。
付属のACアダプタを本製品以外に使用しな
いでください。発火・火災・発熱・感電・傷害な
どの原因となります。
ACアダプタのケーブルを傷付けたり、加工し
たり、ねじったり、引っ張ったり、重いものを
載せたりしないでください。また、傷んだケー
ブルは使用しないでください。感電・ショー
ト・火災・傷害の原因となります。
接続端子に手や指など身体の一部が触れない
ようにしてください。感電・傷害・故障の原因
となる場合があります。
雷が鳴り出したら電源プラグに触れないよう
にしてください。落雷による感電などの原因
となります。
お手入れをするときは、●ACアダプタ本体を
持ってコンセントから抜いてください。抜か
ないでお手入れをすると、回路のショートの
原因となります。
ACアダプタは、必ず付属のものを使用してく
ださい。火災や感電の原因となります。
電源プラグに付いたほこりは、拭き取ってく
ださい。火災、やけど、感電の原因となります。

長時間使用しない場合はACアダプタの電源
プラグをコンセントから抜いておいてくださ
い。火災・故障の原因となります。

水やペットの尿など液体が直接かからない場
所でご使用ください。発熱・火災・感電・電子回
路のショートによる故障・傷害の原因となり
ます。万一、液体がかかってしまった場合には
直ちにACアダプタの電源プラグを抜いてく
ださい。乾電池で使用中は、乾電池を本製品か
ら取り外してください。

ACアダプタの電源プラグをコンセントから
抜くときは、●ACアダプタ本体を持って抜いて
ください。ケーブルを引っ張るとケーブルが
損傷するおそれがあります。

取り扱い上のお願い
性能を十分に発揮できるようにお守りいただきたい
事項です。よくお読みになって、正しくご使用くださ
い。

共通事項
●●本製品に無理な力がかからないように使用してく
ださい。多くのものが詰まった荷物の中に入れた
り、中で重い物の下になったりしないよう、ご注意
ください。内部基板などの破損、故障の原因となり
ます。
また、外部機器を外部接続端子に差した状態の場
合、コネクタ破損、故障の原因となります。外部に
損傷がなくても保証の対象外となります。
●●本製品に複数機器を同時接続しないでください。
誤動作、故障の原因となります。
●●極端な高温・低温・多湿の場所では使用しないでく
ださい。（周囲温度5℃～35℃、湿度35％～85％
の範囲内でご使用ください。）
●●ほこりや振動の多い場所では使用しないでくださ
い。
●●お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で
拭いてください。乾いた布などで強く擦ると、本体
に傷が付く場合があります。本体に水滴や汚れな
どが付着したまま放置すると、シミになることが
あります。またアルコール、シンナー、ベンジン、洗
剤などで拭くと、外装の印刷が消えたり、色があせ
たりすることがあります。
●●一般電話・テレビ・ラジオをお使いになっている近
くで使用すると影響を与える場合がありますの
で、なるべく離れてご使用ください。
●●ご使用になる電話機によっては、本製品からの電
波の影響を受け、雑音が入る可能性があります。本
製品を電波環境の良い場所に移動し、電話機から
約1m以上離してお使いください。
●●ご使用状況によっては本製品が温かくなることが
ありますが異常ではありません。

本体
●●強く押す、叩くなど故意に強い衝撃を与えないで
ください。傷の発生や破損の原因となる場合があ
ります。
●●ボタンの表面に爪や鋭利な物、硬い物などを強く
押し付けないでください。傷の発生や破損の原因
となります。
●●改造された機器は絶対に使用しないでください。
改造された機器を使用した場合は電波法に抵触し
ます。
本製品は電波法に基づく特定無線設備の技術基準
適合証明などを受けており、その証として、「技適
マーク」が本製品本体底面の銘板シールに表示さ
れております。
本製品本体のネジを外して内部の改造を行った場
合、技術基準適合証明などが無効となります。技術
基準適合証明などが無効となった状態で使用する
と、電波法に抵触しますので、絶対に使用されない
ようにお願いいたします。
●●本製品は不正改造を防止するために容易に分解で
きない構造になっています。また、改造することは
電波法で禁止されています。
●●磁気カードやスピーカー、テレビなど磁力を有す
る機器を本製品に近づけると故障の原因となる場
合がありますのでご注意ください。強い磁気を近
づけると誤動作の原因となります。
●●寒い場所から急に暖かい場所に移動させた場合
や、湿度の高い場所、エアコンの吹き出し口の近く
など温度が急激に変化するような場所で使用され
た場合、本製品内部に水滴が付くことがあります
（結露といいます）。このような条件下でのご使用
は湿気による腐食や故障の原因となりますのでご
注意ください。
●●本体を拭くときは柔らかい布で乾拭きしてくださ
い。濡らした布やガラスクリーナーなどを使うと
故障の原因となります。
●●静電気に注意してください。
本製品は精密機器です。静電気の影響によって、製
品の誤作動、故障などの原因となるおそれがあり
ます。本製品を設置する際は、コネクタや取り付け
部分に触れないなどの注意をしてください。
●●本製品は電波法に基づく無線局ですので、電波法
に基づく検査を受ける場合があり、その際にはお
使いの本製品を一時的に検査のためご提供いただ
く場合がございます。
●●本体底面の銘板ラベル、CAUTIONラベルははが
さないでください。

ACアダプタ
●●ご使用にならないときは、ACアダプタの電源プラ
グをコンセントから外してください。
●●ACアダプタの電源コードをアダプタ本体に巻き
つけないでください。感電、発熱、火災、故障、傷害
の原因となります。
●●ACアダプタのプラグやコネクタと電源コードの
接続部を無理に曲げたりしないでください。感電、
発熱、火災、故障、傷害の原因となります。

データ通信端末の比吸収率
（SAR）について
この機種【KYH11】は、国が定めた電波の人体吸収
に関する技術基準および電波防護の国際ガイドライ
ンに適合しています。
このデータ通信端末は、国が定めた電波の人体吸収
に関する技術基準（※）ならびに、これと同等な国際
ガイドラインが推奨する電波防護の許容値を遵守す
るよう設計されています。この国際ガイドラインは
世界保健機関（WHO）と協力関係にある国際非電離
放射線防護委員会（ICNIRP）が定めたものであり、そ
の許容値は使用者の年齢や健康状況に関係なく十分
な安全率を含んでいます。
国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の
許容値を人体に吸収される電波の平均エネルギー量
を表す比吸収率（SAR：Specific●Absorption●Rate）
で定めており､本データ通信端末に対するSARの許容
値は2.0W/kgです。このデータ通信端末を本取扱説
明書に記述する通常使用の場合のSARの最大値は
0.168W/kgです。個々の製品によってSARに多少の
差異が生じることもありますが、いずれも許容値を満
足しています。
データ通信端末は、携帯電話等基地局との通信に必要
な最低限の送信電力になるよう設計されているため、
実際に通信している状態では、通常SARはより小さ
い値となります。一般的には、基地局からの距離が近
いほど、データ通信端末の出力は小さくなります。
通信中は、身体から2.5センチ以上離し、かつその間
に金属（部分）が含まれないようにしてください。こ
のことにより、本データ通信端末が国の技術基準お
よび電波防護の国際ガイドラインに適合しているこ●
とを確認しています。
世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスクを
もたらすかどうかを評価するために、これまで20年
以上にわたって多数の研究が行われてきました。今
日まで、携帯電話使用によって生じるとされる、いか
なる健康影響も確立されていません。』と表明してい
ます。
さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界
保健機関のホームページをご参照ください。
http://www.who.int/docstore/peh-emf/
publications/facts_press/fact_japanese.htm
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりた
い方は、下記のホームページをご参照ください。
総務省のホームページ　http://www.tele.soumu.
go.jp/j/sys/ele/index.htm
一般社団法人電波産業会のホームページ　http://
www.arib-emf.org/index02.html

※：技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第
14条の2）で規定されています。

アフターサービスについて
接続ができない、うまく設定ができないときは、「故
障とお考えになる前に」をご覧のうえ、お問い合わせ
ください。

レンタル機器の返却について
本製品はレンタル品です。故障やレンタルの解約な
どで、本製品を返却する場合には、KDDIからの案内
に従い、本製品一式（付属品含む）をお送りください。
また、輸送時の破損を防ぐために、本製品の箱・梱包
材をご使用いただくか、またはエアキャップなどの
緩衝材で梱包してください。

ホームプラス電話専用アダプタ
KYH11

取扱説明書
このたびは本製品をご利用いただきありがとうございます。
「取扱説明書」（本書）をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになったあとも、必ず保
管してください。

同梱品
ご使用いただく前に下記の同梱物がすべて揃っていることをご確認ください。

■● 本体 ■● ACアダプタ

■●スタンド ■●目隠しシート

■●取扱説明書（本書） ■●壁掛け用ネジ

※●モジュラーケーブルは付属されていません。電話機のものをそのままご使用ください。

レンタル品

この取扱説明書は再生紙を使用しています。
取扱説明書リサイクルにご協力ください。

お問い合わせ先番号
KDDIお客さまセンター
■サービス内容全般・手続き・請求／お引越し

0077-777（無料／9：00～20：00）土日祝日も受付

■故障

0077-7101（無料／24時間受付）

※上記番号がご利用になれない場合、0120-22-0077 へおかけください
※上記フリーコールは携帯電話・PHSからもご利用頂けます

提供元：KDDI株式会社
製造元：

2014年12月第1版
KTJ57WFNXX-　1214SZ

主な仕様

質量 約264ｇ（本体のみ）
サイズ（幅×高さ×奥行） 約38mm×約135mm×約108mm
乾電池※1使用時の連続通話時間※2 約100分
乾電池※1使用時の連続待受時間※2 約4時間30分
電源 AC100V（50Hz／60Hz）（同梱の指定ACアダプタ使用）

乾電池の場合：単三形アルカリ乾電池4本（停電時）

※1：パナソニック株式会社製●アルカリ乾電池推奨
※2：●連続通話時間および連続待受時間は、電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利用可能時間です。●

実際にお客様が使用できる時間は、ご使用になる電話機の種類、通話／FAX送受信時間、通話／FAX送受信回数、ネット
ワークの状況などのさまざまな条件により大きく変動します。

FAX通信の仕様について

変調速度 V17／V29／V27
CODEC MH／MR

（送信はMHのみ、カラーFAXは非対応）
解像度 200×200／200×100
原稿サイズ A4サイズのみ

J57_取説.indd   1 2014/11/14   15:32:26
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各部の名称

●底面

スタンド取り付け部 

電源／FAXランプ
壁掛け穴

電池カバー
（電池ボックス）

モジュラージャック

ACアダプタ
接続端子

電波状態ランプ

FAXボタン
電話機能とFAX機能を切
り替えます。
FAX機能に切り替えると
「電源／FAXランプ」が橙
に点灯します。
約6分後に自動的に解除
されます。

リセットスイッチ
本製品をリセットする
ときに押します。

■■お知らせ
●• リセットスイッチは先の細いもので押してください。ただし、先の折れやすいものや先のとがったもので
リセットスイッチを押さないでください。

■● ランプについて

ランプの名称 表示（色） 機能説明
電源／FAX ゆっくり点滅（緑） 本製品が起動中です。しばらくお待ちください。

点灯（緑） 電源が入っています。
消灯 電源が切れています。ACアダプタの接続を確認してください。
早い点滅（緑⇔橙） 設置場所が高温です。周囲温度を確認してください。
点滅（緑⇔橙） 起動に失敗しました。
点灯（橙） FAX送信が有効です。
点滅（緑） ファームウェア更新中です。しばらくお待ちください。更新中は

着信しません。
なお、点滅中に電話機の受話器を上げると更新は中断されます。

電波状態 点灯（緑） 電波状態が良好です。
点滅（緑） 電波が弱い状態です。設置場所を変更してください。
消灯 圏外です。ネットワークに接続していません。

※●通常の「点滅」状態とは約1秒間隔となります。

FAX送信のしかた
通常の操作でFAX送信できます。なお、通常の操作で送信できない場合は以下の方法でFAX送信
することもできます。
•●本製品のFAXボタンを押してから通常のFAX電話機の操作で送信する
•●送信する相手の電話番号の前に0009と押してから通常のFAX電話機の操作で送信する

■■お知らせ
●• 相手の電話番号の最後に＃を押すことで、すぐに通話またはFAX送信することができます。

取付用台紙
壁掛け用ネジを取り付けるための台紙です。台紙はコピーしてご利用ください。

壁掛け穴位置

設置場所による本製品の準備
設置しようとしている場所で、本製品の電波状態ランプが緑に点灯しているかをご確認くださ
い。消灯または点滅している場合は、本製品の使用場所を改めてご検討ください。

スタンドを用いて設置する場合
本製品の電源が入っていない状態で設置してください。

1■図のように本製品とスタンドの取り
付け部の向きを確認する→スタンド
を本製品に差し込み（①）、②の方向
に押す
※●取り付けるときの向きは、本製品やスタンド
のラベルなどで確認することができます。

※●正しく取り付けが完了すると、カチッと音が
します。 スタンド

①②

2■目隠しシートを貼る

目隠しシート

■● 設置場所の例
ランプ状態が確認できる位置、またFAXボタンが操作できる位置に取り付けてください。

■■お知らせ
●• スタンドを本製品から取り外すときは、手順1と逆の動作を行い、スタンドを外してください。
●• スタンドを使用せずに横置き（平置き）に設置した場合、熱がこもり、本製品が熱くなる可能性があります。
必ずスタンドを使用して設置してください。

壁に設置する場合

1■本書にある「取付用台紙」を利
用して壁に壁掛け用ネジを取
り付ける
※●ネジ部（溝のある部分）が見えなくなる
までネジを締めてください。

※●壁掛け用ネジを取り付けたら、台紙を
取り外してください。

■■お知らせ
●• 壁に設置する場合は、ネジの外れやすい壁
（石膏ボードなど）は避けてください。
●• カーテンなどの布製品がかからない場所に
設置してください。

壁掛け用ネジ
取付用台紙

壁掛け穴位
置

壁面

2■取り付けた壁掛け用ネジに、本
製品の壁掛け穴を引っかける

壁掛け用ネジ

壁掛け穴

■● 設置場所の例
ランプ状態が確認できる位置、またFAXボタンが操作できる位置に取り付けてください。

■■お知らせ
●• 設置後は本製品の上に物を乗せないでください。

接続のしかた
下図のように機器どうしを接続します。接続は、図の手順の通りに行ってください。
本製品はACアダプタから電源が供給されると自動的に電源が入ります。

■■ご注意
●• 本製品と壁側のモジュラージャックを接続しないでください。故障の原因になる場合があります。
●• 本製品では電話機のブランチ接続はできません。

※本製品と電話機を1ｍ以上
離して設置してください。

1ｍ以上

①

②

③

④

ACアダプタ

DCプラグ

本製品 壁側のモジュラージャック

電話機

モジュラー
ケーブル

1■壁側のモジュラージャックからモジュラーケーブルを外す

2■本製品と電話機を、手順1で外したモジュラーケーブルで接続する

3■本製品にACアダプタのDCプラグを取り付ける

4■ACアダプタをコンセントに差し込む

乾電池を取り付ける（停電になったとき）
本製品は停電時や緊急時に乾電池でも動作します。市販の単三形アルカリ乾電池4本をお客様に
てご用意ください。
スタンドを本製品に取り付けている場合は、あらかじめスタンドを取り外してください。

1■ACアダプタが取り付けられている場合は、ACアダプタを取り外し、
モジュラーケーブルを外す

2■電池カバーの溝を①の方向に
軽く押し、②の方向にスライド
させる

①
②

電池カバー

3■単三形アルカリ乾電池を取り付ける
乾電池を取り付けるときは、電池ボックスにある
刻印でプラス（＋）、マイナス（－）の向きを確かめ
てください。

4■図のように電池カバーを取り付け、
矢印の方向にスライドさせる

■■お知らせ
●• 乾電池の利用は停電や緊急時とし、通常時では乾電池は取り外してください。

故障とお考えになる前に

こんなときは ご確認ください
動作しない、電源／FAXランプが点灯しな
い

接続方法が間違っていませんか。
ACアダプタが正しく接続されていますか。
同梱品以外のACアダプタを使用していませんか。

停電時に動作しない 乾電池の向きが逆になっていませんか。または消耗していませんか。
アルカリ乾電池を使用してください。

電源／FAXランプが点滅（緑⇔橙）してい
る

初めて電源を入れた際、起動に失敗した可能性があります。AC
アダプタを抜き差しいただき、本製品を再度起動させてくださ
い。

電源／FAXランプが早く点滅（緑⇔橙）し
ている

●• 設置場所が高温になっていませんか。
●• 製品に直射日光が当たっていませんか。
→●直射日光や熱を発するものを避けて設置してください。
●• 指定のACアダプタ以外のアダプタを使用していませんか。
→●本製品は指定のACアダプタと組み合わせてご使用くださ
い。

電源／FAXランプがゆっくり点滅（緑）し
ている

本製品が起動中です。しばらくお待ちください。

電源／FAXランプが点滅（緑）している 本製品のファームソフトウェアを更新しています。しばらくお
待ちください。

電波状態ランプが点滅（緑）している 設置している場所は電波が弱い状態です。設置場所を変更して
ください。

電話ができない FAXボタンを押して電話に切り替えてください。電源／FAX
ランプが緑色になります。

ランプの点灯異常や正しく動作しない 一度電源を入れ直してください。それでも直らない場合はリ
セットスイッチを押してください。

知的財産権について
この取扱説明書で説明されている本製品にインストールされているソフトウェアについては、お客様に使用
権が許諾されています。本ソフトウェアのご使用に際しては、以下の点にご注意ください。
（a）●●●ソフトウェアのソースコードの全部または一部について、複製、頒布、改変、解析、リバースエンジニアリ

ングまたは導出を行ってはなりません。
（b）●●●法律や規則に違反して、ソフトウェアの全部または一部を輸出してはなりません。
（c）●●●ソフトウェアの商品性、特定目的への適合性、第三者知的財産権の非侵害などの黙示の保証を行うものでは

ありません。
ただし、ソフトウェアに含まれている、GNU●General●Public●License（GPL）、GNU●Library/Lesser●
General●Public●License（LGPL）およびその他のオープンソースソフトウェアのライセンスに基づくソフ
トウェアならびに京セラ株式会社が許諾を受けたソフトウェアのご使用に際しては、当該ソフトウェアのラ
イセンス条件が優先して適用されます。
なお、オープンソースソフトウェアについては、以下に明示しております「オープンソースソフトウェアにつ
いて」をご確認ください。
■オープンソースソフトウェアについて
本製品は、GNU●General●Public●License●（GPL）、GNU●Library/Lesser●General●Public●License●
（LGPL）、その他のオープンソースソフトウェアのライセンス条件が適用されるソフトウェアを含みます。
GPL、LGPLおよびその他のライセンスの具体的な条件については、京セラ株式会社のホームページからご参
照いただけます。詳細については京セラ株式会社のホームページをご覧ください。
本製品には、京セラ株式会社が著作権を有するソフトウェアおよび京セラ株式会社が許諾を受けたソフト
ウェアが含まれています。
本製品に含まれる、京セラ株式会社がオープンソースソフトウェアの規格やライセンスに準拠し設計、開発し
たソフトウェアの著作権は京セラ株式会社または第三者が有しており、著作権法上認められた使用法および
京セラ株式会社が別途認めた使用法を除き、お客様は京セラ株式会社に無断で頒布、複製、改変、公衆送信など
の使用を行うことはできません。
OpenSSL■License
【OpenSSL●License】
Copyright●©●1998-2011●The●OpenSSL●Project.●All●rights●reserved.
This●product●includes●software●developed●by●the●OpenSSL●Project●for●use●in●the●OpenSSL●
Toolkit.●（http://www.openssl.org/）
THIS●SOFTWARE●IS●PROVIDED●BY●THE●OpenSSL●PROJECT●''AS●IS''●AND●ANY●EXPRESSED●
OR●IMPLIED●WARRANTIES,●INCLUDING,●BUT●NOT●LIMITED●TO,●THE●IMPLIED●WARRANTIES●
OF●MERCHANTABILITY●AND●FITNESS●FOR●A●PARTICULAR●PURPOSE●ARE●DISCLAIMED.●IN●
NO●EVENT●SHALL●THE●OpenSSL●PROJECT●OR●ITS●CONTRIBUTORS●BE●LIABLE●FOR●ANY●
DIRECT,●INDIRECT,●INCIDENTAL,●SPECIAL,●EXEMPLARY,●OR●CONSEQUENTIAL●DAMAGES●
（INCLUDING,●BUT●NOT●LIMITED●TO,●PROCUREMENT●OF●SUBSTITUTE●GOODS●OR●
SERVICES;●LOSS●OF●USE,●DATA,●OR●PROFITS;●OR●BUSINESS●INTERRUPTION）●HOWEVER●
CAUSED●AND●ON●ANY●THEORY●OF●LIABILITY,●WHETHER●IN●CONTRACT,●STRICT●LIABILITY,●
OR●TORT●（INCLUDING●NEGLIGENCE●OR●OTHERWISE）●ARISING●IN●ANY●WAY●OUT●OF●THE●
USE●OF●THIS●SOFTWARE,●EVEN●IF●ADVISED●OF●THE●POSSIBILITY●OF●SUCH●DAMAGE.
【Original●SSLeay●License】
Copyright●©●1995-1998●Eric●Young●（eay@cryptsoft.com）●All●rights●reserved.
This●product●includes●cryptographic●software●written●by●Eric●Young●（eay@cryptsoft.com）
THIS●SOFTWARE●IS●PROVIDED●BY●ERIC●YOUNG●''AS●IS''●AND●ANY●EXPRESS●OR●IMPLIED●
WARRANTIES,●INCLUDING,●BUT●NOT●LIMITED●TO,●THE●IMPLIED●WARRANTIES●OF●
MERCHANTABILITY●AND●FITNESS●FOR●A●PARTICULAR●PURPOSE●ARE●DISCLAIMED.●IN●NO●
EVENT●SHALL●THE●AUTHOR●OR●CONTRIBUTORS●BE●LIABLE●FOR●ANY●DIRECT,●INDIRECT,●
INCIDENTAL,●SPECIAL,●EXEMPLARY,●OR●CONSEQUENTIAL●DAMAGES●（INCLUDING,●BUT●NOT●
LIMITED●TO,●PROCUREMENT●OF●SUBSTITUTE●GOODS●OR●SERVICES;●LOSS●OF●USE,●DATA,●
OR●PROFITS;●OR●BUSINESS●INTERRUPTION）
HOWEVER●CAUSED●AND●ON●ANY●THEORY●OF●LIABILITY,●WHETHER●IN●CONTRACT,●STRICT●
LIABILITY,●OR●TORT●（INCLUDING●NEGLIGENCE●OR●OTHERWISE）●ARISING●IN●ANY●WAY●OUT●
OF●THE●USE●OF●THIS●SOFTWARE,●EVEN●IF●ADVISED●OF●THE●POSSIBILITY●OF●SUCH●
DAMAGE.
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